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私
は
ス
ポ
ー
ツ
観

戦
が
趣
味
の
一
つ

だ
。
こ
の
夏
は
、

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
と
な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
の
試
合

が
面
白
か
っ
た
。

特
に
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
は
、

優
勝
し
た
ス
ペ
イ
ン
に
４
対
０

で
圧
勝
し
た
。
チ
ー
ム
が
強
く

な
る
と
私
は
や
は
り
指
導
者
が

い
い
か
ら
だ
と
思
っ
て
し
ま
う

が
、
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
は
、

戦
術
だ
け
で
な
く
、技
術
と
フ
ィ

ジ
カ
ル
や
体
幹
の
強
さ
を
含
め

た
「
個
」
の
成
長
が
大
き
い
と

い
う
▼
今
回
サ
ッ
カ
ー
女
子
で

初
優
勝
の
ス
ペ
イ
ン
の
賞
金
は
、

一
人
当
た
り
３
８
０
０
万
円
、

大
会
総
額
２
４
０
億
円
は
、
実

に
前
回
大
会
の
３
倍
、
２
０
１

５
年
大
会
の
10
倍
。
ト
ン
ト
ン

拍
子
に
賞
金
が
上
が
っ
た
▼
コ

ロ
ナ
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
策
を

少
な
い
人
数
で
頑
張
っ
て
仕
事

し
て
き
て
、
人
事
院
は
い
く
ら

賃
金
ア
ッ
プ
す
る
と
勧
告
し
ま

し
た
か
？
何
倍
で
し
た
か
ね
？

物
価
上
昇
分
ぐ
ら
い
は
ア
ッ
プ

し
た
？
誰
か
の
ボ
ヤ
キ
が
聞
こ

え
て
き
そ
う
で
あ
る
。「
ま
ぁ
も

う
ち
ょ
っ
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
と
体

幹
を
鍛
え
な
あ
か
ん
の
か
な
ぁ
」

　

８
月
７
日
に
人
事
院
は
国
家

公
務
員
（
以
下
「
国
公
」）
の

月
例
給
、
一
時
金
と
も
に
引
き

上
げ
る
勧
告
を
行
い
ま
し
た
。

人
材
確
保
の
観
点
か
ら
特
に
若

年
層
に
重
点
的
に
配
分
し
、
そ

こ
か
ら
改
定
率
を
逓
減
さ
せ
る

形
で
俸
給
表
全
体
を
引
き
上
げ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
勧
告
で
は
30
歳
代
半

ば
ま
で
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま

し
た
が
、
今
年
は
一
定
中
高
年

層
に
も
配
慮
し
た
形
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
物
価
高
騰
下

で
の
組
合
員
の
厳
し
い
生
活
実

態
を
踏
ま
え
れ
ば
、
納
得
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
特
に
、
中

高
年
層
へ
の
配
分
は
十
分
な
も

の
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

勧
告
を
巡
っ
て
は
、
今
後
閣

議
決
定
か
ら
臨
時
国
会
で
の
給

与
法
改
正
と
い
う
流
れ
に
な

り
、
そ
れ
と
並
行
し
な
が
ら
各

自
治
体
で
賃
金
確
定
交
渉
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
人
勧
が
出
る
と
国
公

と
の
均
衡
を
理
由
に
、
労
使
交

渉
で
特
に
議
論
も
無
く
、
人
勧

の
内
容
ど
お
り
に
妥
結
し
て
し

ま
う
例
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
公
と
自
治
体
職

員
の
給
与
比
較
で
使
わ
れ
る
ラ

ス
パ
イ
レ
ス
指
数
に
は
、
地
域

手
当
（
東
京
都
特
別
区
20
％
）

や
、
国
公
の
み
に
支
給
さ
れ
る

本
府
省
業
務
調
整
手
当
、
広
域

移
動
手
当
等
は
比
較
対
象
と
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、

比
較
対
象
外
と
な
る
国
公
の
収

入
は
私
た
ち
と
は
程
遠
い
高
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
国
公
と
自
治
体

シリーズ「一歩前へ」●⑤ 

「2023人事院勧告」
地方公務員の賃金は

「交渉」で決まります！

職
員
の
比
較
は
、
合
理
的
な
も

の
と
は
言
え
な
い
側
面
が
あ
り

ま
す
。「
国
公
準
拠
」「
人
勧
ど

お
り
」
の
思
考
停
止
か
ら
脱
却

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自

家
用
車
通
勤
、
住
宅
事
情
、
寒

冷
地
な
ど
改
め
て
地
域
の
実
情

を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
生
活

給
の
確
保
を
基
本
に
交
渉
を
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
賃
金
は
「
労
使
交

渉
で
決
定
」
す
る
こ
と
を
前
提

に
、
取
り
組
み
を
進
め
て
行
き

ま
し
ょ
う
。

１～２日　県本部公企評総会及び公企集会
（ゆめ春来）

２日　県本部公共サービス民間労組協議会総会
（フルーツフラワーパーク）

13日　県本部労働学校実践編
（三田市キッピーモール）

16日　県本部臨職評定期総会（神戸市教育会館）

当面の日程

地球沸騰の時代

おやすみ漫

全国大会出場を決めた宍粟市職労
　

野
球
大
会
へ
は
兵
庫
か
ら
神

戸
交
通
労
組
と
丹
波
市
職
労
が

出
場
。

　

丹
波
は
初
戦
に
京
都
代
表
の

八
幡
市
職
労
と
対
戦
。
初
回
か

ら
失
点
が
続
き
、
９
対
０
で
惜

し
く
も
初
戦
で
敗
退
と
な
っ
た
。

　

神
戸
交
通
は
初
戦
で
大
阪
代

表
の
大
阪
市
従
と
対
戦
。
初
回

に
１
点
を
先
取
す
る
と
２
回
に

も
４
点
を
追
加
。
７
対
５
で
勝

利
し
準
決
勝
へ
進
出
。
準
決
勝

は
滋
賀
代
表
の
東
近
江
市
職
労

と
対
戦
。
神
戸
交
通
は
４
回
に

３
点
を
先
取
。
５
回
に
も
２
点

　

近
畿
地
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
７
月
31
日
か
ら
８
月
１
日
に
か
け
て
尼
崎
市
内
で
開
催
さ
れ
、

野
球
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
も
に
８
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
野
球
で
は
神
戸
交
通

労
組
が
３
位
に
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
は
宍
粟
市
職
労
が
大
健
闘
し
準
優
勝
と
な
っ
た
。

特別敢闘賞の神戸交通 中崎選手

丹波先発の高橋投手

初出場の宝塚●右右

を
追
加
し
、
こ
の
ま
ま
勝
利
か

と
思
っ
た
６
回
に
東
近
江
が
２

点
、
７
回
に
も
３
点
を
追
加
し
、

対
ブ
レ
イ
ク
で
迎
え
た
８
回
に

惜
し
く
も
９
対
６
で
惜
敗
し
た
。

　

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
へ

は
兵
庫
か
ら
宍
粟
市
職
労
と
宝

塚
市
職
労
が
出
場
。

　

地
連
大
会
初
出
場
の
宝
塚
は

初
戦
に
前
回
大
会
優
勝
の
豊
中

市
職
と
対
戦
と
な
り
、
２
対
０

で
惜
し
く
も
初
戦
で
敗
退
と

な
っ
た
。

　

宍
粟
は
初
戦
で
和
歌
山
代
表

の
田
辺
市
職
と
対
戦
。
２
対
０

で
１
回
戦
を
突
破
。
準
決
勝
で

は
大
阪
代
表
の
大
阪
市
職
と
対

戦
。
こ
ち
ら
も
２
対
０
で
勝
利

し
た
。
決
勝
戦
は
豊
中
市
職
と

の
対
戦
と
な
り
、
第
１
セ
ッ
ト

は
21
対
18
で
豊
中
に
先
取
さ
れ

た
も
の
の
、
第
２
セ
ッ
ト
は
21

対
19
で
宍
粟
が
勝
利
。
初
戦
で

敗
退
し
た
宝
塚
の
仲
間
の
熱

い
声
援
を
背
中
に
浴
び
な
が

ら
、
試
合
は
フ
ル
セ
ッ
ト
ま
で

も
つ
れ
込
み
ん
だ
が
も
の
の
力

尽
き
、
21
対
７
で
豊
中
が
勝
利

し
、
宍
粟
は
惜
し
く
も
準
優
勝

と
な
っ
た
。

　

な
お
、
豊
中
は
す
で
に
全
国

大
会
の
出
場
権
を
得
て
お
り
、

準
優
勝
の
宍
粟
も
12
月
１
日
か

ら
和
歌
山
で
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
へ
近
畿
地
連
代
表
と
し
て

出
場
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
大
会
で
は
個
人
賞
と
し

て
、
野
球
の
特
別
殊
勲
賞
に
神

戸
交
通
の
中
崎
洋
行
選
手
が
、

ま
た
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
は

宍
粟
の
植
田
侑
選
手
が
敢
闘

賞
、
大
前
美
月
選
手
が
ア
タ
ッ

ク
賞
を
受
賞
し
た
。

　

県
本
部
は
９
月
12
日
告
示
、

17
日
投
票
で
実
施
さ
れ
る
猪
名

川
町
議
会
議
員
選
挙
に
、
現
職

の
井
戸
真
樹
さ
ん
の
推
せ
ん
を

決
定
し
て
い
る
。

　

井
戸
さ
ん
は
自
治
労
組
織
内

議
員
と
し
て
、
職
員
が
働
き
や

す
い
職
場
環
境
の
改
善
め
ざ

し
、議
会
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
回
２
期
目
の
挑
戦
と
な

り
、
県
本
部
は
当
該
単
組
と
と

も
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
猪
名
川
町
内
在
住
組
合
員

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
友
人
・

知
人
へ
の
声
掛
け
を
要
請
す

る
。

２期目をめざす井戸さん

近畿地連スポーツ大会

宍
粟
が
全
国
大
会
出
場
へ
バレー

野
球

初
出
場
の
神
戸
交
通
労
組
は
３
位
に

猪名川町議選

井
戸
さ
ん
の
必
勝
め
ざ
す

職
場
・
地
域
の
声
を
議
会
に
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県
本
部
現
業
評
議
会
総
会
と

清
掃
・
学
校
・
一
般
現
業
の
３
部

会
の
集
会
を
７
月
28
～
29
日
、

い
こ
い
の
村
は
り
ま
で
開
催
し

20
単
組
56
人
が
参
加
し
た
。

　

大
原
猛
現
業
評
議
会
議
長
は

「
給
食
調
理
現
場
の
空
調
設
備

の
設
置
は
進
ん
で
い
る
が
、
熱

中
症
で
搬
送
さ
れ
た
事
例
も
あ

る
。
職
場
環
境
改
善
、
会
計
年

度
の
処
遇
改
善
も
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
労
働
組
合
と
し
て
次

世
代
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
活

動
経
過
報
告
、
活
動
方
針
、
県

市
町
振
興
課
申
入
書
の
提
起
が

さ
れ
参
加
者
全
体
で
承
認
。
引

き
続
き
新
役
員
体
制
、
定
年
引

上
げ
に
係
る
現
業
職
場
対
応
の

特
別
決
議
、
総
会
宣
言
が
提
起

さ
れ
、全
体
の
拍
手
で
確
認
し
、

平
瀬
勲
新
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ウ
で
総
会
を
終
了
し
た
。

　

な
お
、
新
三
役
体
制
は
議
長

に
丹
波
篠
山
市
職
労
の
平
瀬
勲

さ
ん
を
、
副
議
長
に
西
村
利
弘

さ
ん
（
県
職
労
）、
大
原
猛
さ
ん

（
宝
塚
市
職
労
）、
時
本
昌
明
さ

ん
（
加
東
市
労
連
）
の
３
人
を
、

事
務
局
長
に
神
戸
市
従
の
松
本   

賀
仁
さ
ん
を
選
出
し
た
。

　

総
会
後
は
小
原
王
之
県
本
部

副
委
員
長
か
ら
「
現
業
・
公
企

統
一
闘
争
の
取
り
組
み
」
に
つ

い
て
記
念
講
演
を
受
け
、
県
職

労
の
中
野
佳
典
さ
ん
、
神
戸
市

従
の
正
本
堅
士
さ
ん
、
宝
塚
市

職
労
の
中
村
芽
久
美
さ
ん
、
加

東
市
労
連
の
時
本
昌
明
さ
ん
、

養
父
市
職
労
の
田
村
和
生
さ
ん

か
ら
単
組
報
告
受
け
た
。

議長に選出された平瀬さん

講師の栗本さん
　

県
本
部
は
平
和
人
権
環
境
委

員
会
が
主
催
し
た
人
権
研
修
会

を
県
本
部
執
行
委
員
・
専
従
役

職
員
を
対
象
と
し
て
７
月
25
日

に
ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
で
開
催

し
た
。

　

近
年
、
部
落
問
題
に
関
す
る

職
員
研
修
が
減
少
し
、
差
別
の

現
実
や
部
落
問
題
に
対
す
る
正

し
い
知
識
を
学
ぶ
機
会
が
な
い

実
態
を
受
け
、
自
治
体
で
の
人

権
研
修
の
あ
り
方
や
活
性
化
の

た
め
に
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

人
権
教
育
・
Ｅ
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
で
あ
る
栗
本
知
子
さ

ん
を
講
師
に
招
き
人
権
研
修
を

行
っ
た
。

　

講
師
は
「
人
権
の
守
ら
れ
た

公
正
な
社
会
を
築
く
た
め
に
」

を
テ
ー
マ
に
説
明
し
、
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
（
少
数
派
）
を
「
力
を

奪
わ
れ
た
存
在
」
と
捉
え
る
で

は
な
く
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
（
多

数
派
）を「
社
会
的
属
性
に
よ
っ

て
力
を
付
与
さ
れ
え
た
存
在
」

と
捉
え
、
公
正
な
社
会
を
築
く

た
め
に
は
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が

変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

指
摘
。

　

ま
た
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
一

歩
前
へ
」で
は
、参
加
者
は
様
々

な
立
場
や
境
遇
に
置
か
れ
た
人

物
に
な
り
き
り
、
質
問
に
対
し

ど
う
感
じ
る
か
を
疑
似
体
験
す

る
も
の
で
「
自
分
と
は
異
な
る

他
者
へ
の
共
感
を
促
進
し
、
社

会
に
お
け
る
機
会
の
不
平
等
に

つ
い
て
の
意
識
を
生
じ
さ
せ

る
」
狙
い
が
あ
り
、
参
加
者
は

あ
ら
た
め
て
、
普
段
と
は
違
う

視
点
で
人
権
に
対
し
て
の
考
え

方
・
捉
え
方
を
学
ん
だ
。

　

昨
年
か
ら
再
開
し
た
反
核
平

和
の
火
リ
レ
ー
は
今
年
で
37
回

目
と
な
り
、
７
月
28
日
に
兵
庫

県
庁
前
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
県

庁
前
の
出
発
集
会
で
は
西
田
祐

樹
実
行
委
員
長
（
豊
岡
病
院

労
組
）
が
「
リ
レ
ー
に
先
立
っ

て
『
核
兵
器
の
存
在
と
日
本
の

軍
備
拡
大
』
に
つ
い
て
学
習
会

を
実
施
し
た
。
リ
レ
ー
運
動
に

関
わ
る
全
て
の
青
年
女
性
組
合

員
と
戦
争
や
平
和
、
核
兵
器
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
を
大
切
に

し
た
い
。
ま
た
、
平
和
な
未
来

を
築
く
た
め
、
県
内
す
べ
て
の

自
治
体
で
の
非
核
自
治
体
宣
言

の
採
択
や
、
さ
ら
な
る
平
和
行

政
の
推
進
を
お
願
い
し
た
い
」

と
リ
レ
ー
運
動
の
思
い
を
述
べ

た
。
８
月
８
日
に
は
西
宮
市
役

所
に
到
着
し
、
延
べ
約
１
６
０

キ
ロ
を
各
単
組
・
地
域
の
ラ
ン

ナ
ー
が
走
り
繋
い
だ
。

県庁前での出発式

「
看
護
師
等
の
確
保
を
促
進
す

る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
基
本

的
な
方
針
（
案
）」
に
つ
い
て
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
へ
の
取

り
組
み
要
請
に
関
す
る
情
報
を

参
加
者
で
共
有
し
た
。

　

総
会
は
経
過
報
告
と
活
動
方

針
を
確
認
。
役
員
改
正
案
で
は

議
長
に
山
根
正
也
さ
ん
（
伊
丹

病
院
労
組
）、
副
議
長
に
澤
本

明
さ
ん
（
県
職
労
）
と
前
川
和

彦
さ
ん
（
た
つ
の
市
労
連
）、
事

務
局
長
に
澤
田
拓
実
さ
ん
（
豊

岡
病
院
労
組
）
を
選
出
し
た
。

　

総
会
後
は
、
原
尾
健
作
本
部

　

県
本
部
衛
生
医
療
評
議
会
第

８
回
定
期
総
会
を
８
月
5
日
、

神
戸
市
教
育
会
館
を
メ
イ
ン
会

場
に
ウ
ェ
ブ
併
用
で
開
催
し
、

13
単
組
39
人
が
参
加
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
澤
本
明

議
長
代
行
、
青
木
久
実
子
県
本

部
副
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
平
山
春
樹
本
部
衛
生
医
療

評
議
会
事
務
局
長
か
ら
は
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

５
類
相
当
に
引
き
下
げ
ら
れ
た

後
の
、
全
国
で
の
防
疫
等
作
業

従
事
手
当
の
取
り
扱
い
」
に
つ

い
て
交
渉
結
果
と
改
善
実
例
、

衛
生
医
療
評
議
会
看
護
問
題
対

策
委
員
会
リ
ー
ダ
ー
「
働
き
や

す
い
病
院
職
場
を
考
え
る
」
と

題
し
、
長
崎
県
病
院
企
業
団
に

お
け
る
取
り
組
み
と
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
講
演
を
受
け
た
。 原尾さんの講演

県本部人権研修会

多
数
派
こ
そ
意
識
の
変
革
を

人
権
研
修
の
あ
り
方・活
性
化
を
考
え
る

反核平和の火リレー

平和の火を走り繋ぐ
核廃絶について考える機会に

衛生医療評総会

全
国
の
情
報
を
共
有

新
役
員
体
制
を
確
認

現業評議会総会

新議長に平瀬さんを選出
現業公企闘争に向け意志統一


